
　
一
般
会
計
予
算
を
市
民
１

人
当
た
り
で
計
算
す
る
と
、

36
万
２
9
3
0
円
で
す
。

※ 

令
和
２
年
3
月
31
日
現
在
の
人
口

（
35
万
１
０
１
９
人
）
で
計
算

歳　入 歳　出

市
民
1
人
当
た
り
に

使
わ
れ
る
お
金
は
？

子育て・
教育の振興 消防関係

※（　）は令和元年度6月補正後予算と比較した増減率、△はマイナス

その他

10万5,240円 １万113円

福祉・
医療の充実

都市環境の
整備など 市債の返還

12万2,068円 ５万6,652円 ２万4,539円

４万4,318円

一般会計（総額1,273億9,545万円）の内訳

市税
501億7,403万円 (△0.2%)

地方消費税交付金
70億円 (27.3%)

地方交付税
102億円 (6.3%)

国庫支出金
279億2,195万円 (8.4%)

府支出金
104億7,966万円 (11.6%)

繰入金
36億9,972万円 (△23.4％)

市債
103億7,250万円 (△0.6%)

その他
75億4,759万円 (△25.8%)

総務費 [庁舎の維持管理など]
143億7,019万円 (△8.2%)

民生費
[生活保護、障がい者福祉、児童福祉など]
644億9,676万円 (1.8%)

衛生費
[ごみ処理、保健所管理、予防接種など]
102億5,824万円 (△2.9%)

土木費 [道路、公園、市営住宅など]
132億9,260万円 (34.1%)

教育費
[小・中学校、幼稚園、社会教育など]
98億651万円 (△14.9%)

公債費 [借入金の返済]
86億1,354万円 (△1.2%)

その他 [消防、議会、農林業など]
65億5,761万円 (5.9%)

　
令
和
２
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
で
、令
和
２
年
度
当
初
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
は
１
２
７
３
億
９
５
４
５
万
円
で
前
年
度
６
月
補
正
後
予
算
よ
り
１・１
％

増
加
。特
別
会
計
や
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
総
額
は
、２
３
７
３
億
１
８
０
７
万
円
で
前

年
度
６
月
補
正
後
予
算
よ
り
１・５
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳　
入

法
人
市
民
税
が
減

地
方
消
費
税
交
付
金
が
増

　
歳
入
で
は
、市
税
は
、個
人
市
民

税
、固
定
資
産
税
の
微
増
が
見
込

ま
れ
る
も
の
の
、税
制
改
正
に
よ

り
法
人
税
割
の
税
率
が
引
き
下
げ

ら
れ
る
こ
と
か
ら
法
人
市
民
税
が

減
少
し
、全
体
で
８
１
０
０
万
円

の
減
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、地
方
消
費
税
交
付
金
は
、

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
よ
り
15

億
円
の
増
額
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。消
費
税
引
き
上
げ
分
は
、社
会

保
障
関
係
施
策
に
充
て
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

歳　
出

土
木
費・民
生
費
で
増

　
歳
出
で
は
、来
年
３
月
全
面
開

園
に
向
け
た
安
満
遺
跡
公
園
や
関

連
道
路
の
整
備
な
ど
大
規
模
事
業

の
進
捗
に
よ
り
、土
木
費
が
33
億

８
３
０
０
万
円
の
増
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。ま
た
、子
ど
も
医
療
費
助

成
の
対
象
年
齢
拡
大（
18
歳
ま
で
）

の
ほ
か
、民
営
化
さ
れ
た
認
定
こ

ど
も
園
な
ど
の
建
て
替
え
に
関
す

る
整
備
費
の
助
成
、医
療・介
護
分

野
の
給
付
増
加
な
ど
に
伴
い
、民

生
費
が
11
億
２
０
０
０
万
円
の
増

額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
一
方
総
務
費
は
、高
槻
城
跡
公

園
芸
術
文
化
劇
場
の
整
備
な
ど
継

続
し
て
い
る
大
規
模
事
業
が
あ
る

も
の
の
、市
役
所
の
耐
震
化
が
完

了
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
12
億
９

１
０
０
万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。

全面開園後の安満遺跡公園（イメージ）

令和２年度当初予算

会計別 予算額 増減率
(％ )

一般会計 1,273億9,545万円 1.1

特別会計 1,099億2,263万円 2.0

特
別
会
計
の
内
訳

公園墓地特別会計 2億5,852万円 348.1

駐車場特別会計 10億3,367万円 12.7

国民健康保険特別会計 368億7,718万円 △ 0.1

介護保険特別会計 320億9,795万円 9.8

後期高齢者医療特別会計 64億8,130万円 5.3
母子父子寡婦福祉資金
貸付金特別会計 8,225万円 △ 7.0

財産区会計 49億2,821万円 △ 1.3

下水道等事業会計 149億2,335万円 △ 4.3

自動車運送事業会計 45億1,903万円 3.9

水道事業会計 87億2,116万円 △ 7.6

合　計 2,373億1,807万円 1.5
※予算額は端数処理のため合計などと合致しない場合あり
※増減率は令和元年度６月補正後予算と比較、△はマイナス

「みらい創生」に向けた予算編成
　市は今後、生産年齢人口の減少や高齢化の進展な
どにより、厳しい財政運営が想定されています。今年
度の予算編成でも、限られた財源を効果的に活用す
るよう工夫を行い、子ども医療費助成拡充のほか、安
満遺跡公園の整備など、将来の発展を見据えた事業
に配分しました。
　引き続き、「『みらいのための経営革新』に向けた改
革方針」に掲げた、歳入改革、歳出改革、公営企業・外
郭団体改革とともに、未来志向の魅力あるまちづく
りを推進します。

※ 
昨
年
は
市
長
選
挙
の
年
で
、
前
年
度
当
初
予
算

は
骨
格
予
算
で
あ
っ
た
た
め
、
６
月
補
正
後
予

算
と
比
較

主な事業

高槻城跡公園 芸術文化劇場の整備
 36億1,037万円
総合センターESCO事業
（空調・照明設備省エネ改修） 5億7,544万円
マイナンバーカード普及促進
 4億5,403万円
国勢調査 2億2,966万円
富田地区公共施設再構築の検討 1,200万円

安満遺跡公園の整備（関連道路の整備含む）
 36億9,216万円
高槻インターチェンジ周辺および関連道路
沿道のまちづくり 3億3,423万円
ＪＲ高槻駅北駅前広場の整備 8億1,253万円
芥川緑地プール跡地整備に向けた実施設計
 1,890万円

子ども医療費助成（18歳まで対象年齢拡大）
 15億800万円
認定こども園などの民営化に伴う施設整備
助成 9億9,195万円
後期高齢者医療・介護保険特別会計への繰
出 101億5,127万円

エネルギーセンター第一工場の解体
 6億6,000万円

安満遺跡公園の整備
（歴史拠点施設の改修など） 12億円
統合型校務支援システムの導入 5,604万円
施設一体型小中一貫校の整備に向けた取り
組みの推進 300万円

一般会計　1,273億9,545万円
問合先　財務管理室　☎674・7352

一
般
会
計
は
１
・
１
％
増

令和２年度 当初予算決まる
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新規スタンプ


